
1997 （平成9年） いい歌・いい町・いい自然～ 、
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だれもが安心して暮せる 
11FI 住民ネ冨祉講座町づく‘Iをめざして 

11月15日、赤池町同和対策中央研修所で第11回赤池町住民福祉講座が開催されました。 

午前中は、介護の現実と実態を課題としたコミカルな劇と西南女学院高校コーラス部 

のミニコンサートが行われ、午後からはお茶のコマーシャルでお馴染みの市田ひろみ 

さんの講演がありました。自分自身の人生をふりかえり輝いて生きて下さいと訴えた 

内容でした。とつても笑顔のすてきな方でした。 

この福祉講座は、住民が暮しやすい福祉社会をめざすことを目的に、毎年開催され 

るものですが、年々参加者も増え、住民の方から期待が寄せられる事業になっていま 

す。早く、安心して暮せる福祉社会が実現すればいいですね。 
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今
年
も
あ
と
わ
ず
か
、
 

社
会
全
体
が
慌
た
だ
し
く
 

動
く
年
末
は
車
や
人
の
流
 

れ
が
ふ
だ
ん
よ
り
多
く
、
 

交
通
事
故
も
発
生
し
や
す
 

く
な
り
ま
す
。
十
二
月
は
 

交
通
事
故
死
亡
者
が
最
も
 

多
い
時
期
で
す
▼
先
を
急
 

ぐ
あ
ま
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
 

は
無
理
な
追
越
し
や
ス
ピ
ー
 

ド
の
出
し
過
ぎ
を
、
歩
行
者
は
信
号
無
視
 

や
無
理
な
横
断
を
し
が
ち
で
す
。
ゅ
と
り
 

を
も
っ
た
運
転
と
安
全
優
先
の
歩
行
を
 

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
年
末
は
ク
リ
ス
マ
ス
 

や
忘
年
会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
も
多
 

い
は
ず
、
「
少
し
の
お
酒
ぐ
ら
い
な
ら
…
」
 

と
考
え
る
こ
と
自
体
、
す
で
に
正
し
い
 

判
断
能
力
を
失
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。
た
 

と
え
少
量
で
も
、
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
 

に
運
転
し
な
い
こ
と
▼
と
こ
ろ
で
、
毎
年
 

十
二
月
に
行
わ
れ
る
「
歳
末
た
す
け
あ
い
 

運
動
」
は
、
今
年
で
 50 

回
目
を
迎
え
ま
し
 

た
。
昭
和
 26 

年
か
ら
開
始
さ
れ
た
共
同
募
 

金
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
地
域
の
 

福
祉
・
援
助
活
動
の
充
実
の
た
め
に
、
幅
 

広
く
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
▼
今
年
も
 

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
「
歳
末
 

た
す
け
あ
い
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

期
間
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
社
会
福
 

祉
施
設
な
ど
福
祉
関
係
団
体
の
ほ
か
、
 

学
校
や
企
業
な
ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
 

機
関
・
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
募
金
活
 

動
が
行
わ
れ
ま
す
▼
全
国
か
ら
寄
せ
ら
 

れ
た
募
金
は
、
障
害
を
も
つ
人
や
介
護
の
 

必
要
な
人
に
対
す
る
福
祉
活
動
、
在
宅
福
 

祉
、
災
害
被
災
世
帯
へ
の
支
援
等
に
役
立
 

て
ら
れ
ま
す
。
地
域
で
支
え
あ
う
あ
っ
た
 

か
い
お
正
月
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
 



(3 ) 特別会計決算 (2 ) 

町には、一般会計のほかに特定の目的のために設けられた5つの特別会計があります。 

これらの会計は、みなさんの払う保険税や使用料などで運営され、暮らしに役立っています。 

議遍民健康保険 

収入7億0,583万円 

支出6億9,408万円 

Ll75 万円の 

黒字でした。 

町泣病院事業 
 

ヴ，試、 

収入8億5,714万円 

支出7億8,586万円 

乙128万円の黒字でした 

累計は1億4,623万円の 

黒字です。 

老入保健：事業，「 
’苫× ・’ 

収入12億3,072万円 

支出12億1,859万円 

L213 万円の 

黒字でした。 

て上水：道事業 
J 】h .. 奉：に：: .：ミ 二：・ 

収入2億2,l 87万円 

支出1億8,797万円 

a390 万円の黒字でした 

累計は2億2,087万円の 

赤字です。 

新築資金貸付事業

収入3億8,783万円 

支出4億0,596万円 

乙178万円の 

赤字でした。 

で人間の尊さを教える 
最初の学校は家庭である 

ペスタロ.2.チ

人権週間は、1948年12月10日に国際連合で「世界人権宣言」 

が採択されたのを記念して定められたものです。 

しかし、わたしたちの身の回りには、部落差別をはじめ、 

女性に対する差別、身体障害者に対する差別在日外国人に対 

する差別など今でも根強く残っています。 

人権は、すべての人が幸せに暮らすためにかくことのでき 

ない大切な権利です。 

町民の皆さんー人ひとりが自分自身の問題として考え、あら 

ゆる差別をなくし、明るい社会を築いていきましよう。 

に福岡県のとりくみソ 

12/10 困講演会13:OO---15:30 

演 題「こころの風景」 

講 師 五木寛之さん 

場 所 クローバープラザ大ホール 

春日市原町3丁目1-7 

お問い合せ ft092一584一1271 

20歳になったら 

巨戻犀至1と応可五iX石i瓦-1 
.20才からキチンと保険料を納めていればどうなるの？ 

万一の事故には障害基礎年金が支給されます。 

将来、満額の老齢基礎年金が支給されます。 

●保険料が払えない場合はどうすればいいの？ 

お住まいの市区町村の国民年金担当窓ロに申請して 

承認されれば保険料納付が免除されます。 

学生の皆さんも必要です。 

役場年金係費28- 200 4 

l「1「・：I2IJ!14ETh 13:I麟 
●人権尊重旬間中の行事●

●と き12月7日（日）午前9時集合 

●ところ 町民グラウンド 

,I 

を えるタc<:i:I 鰍g 
・と き12月12日団午後7時開会 

・ところ同和対策中央研修所 

人権に対する児童・生徒及び各団体の意見発表 

まとめ福岡県立大学森山う占一教授 

‘ 特り設人権相談， 

●と き12月8日（月）午前11時午後3時30分 

・ところ赤池町福祉センター 

と き平成10年1月3日 

ところ 赤池町同和対策中央研修所 
く対象者〉 

昭和52年4月2日～昭和53年4月1日の間の 

出生者で、下記の条件に相当する方。 

・現在赤池町に住民票を置く方。 

・赤池中学校卒業生（卒業後町外に在住するも 
のを含む） 

苫：:：計：：・： 

収入額 馴億6,470万円 

県支出金 
(7.0%) 
、 3億8,473万円 
、 

国庫支出金 
(13.5%) 

7億3,873万円 

Fにその他 
1億4,754万円 

(2.7%) 

(73.8%) 「競） 
I %:：桑＼ 2億8,699 

◆

円

繰入金
(9.8%) 
53,284 

潜 億 
26.2%) 

自主財 

8,682万円 

ー ー  諸収入1億1,598万円（2.1%) 

分担金及び負担金1億6,329万円（3.0%)

使用料及び手数料 9,950万円（1.8%) 

也方交付税

(45.3%) 

24億 、 
7,558万円 

財産収入 3,265万円（0.6%)

20億7,129万円の赤字でした。 

支出額 75億3,599万円 
議会費（L2%) 9,094万円

衛生費
(3.8%) 
8,937万円 

(606 ) 

8億0,174万円 

農林水産費
(2.7%) 

2億0,625万円 

商工費（0.1%) 515万円 

4億1,73 

諸支出金 
(2.7%) 

2億0,146万円 

平
成
八
年
度
町
の
決
算
 

九
月
の
定
例
議
会
で
平
成
ハ
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
 

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

町
が
行
っ
て
い
る
事
業
は
、
私
た
ち
が
納
め
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
 

ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
決
算
は
こ
の
お
金
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
街
づ
く
り
の
 

中
で
、
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
財
政
再
建
計
画
中
で
あ
 

る
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
限
ら
れ
た
財
源
で
や
り
く
り
し
ま
し
た
。
 

▼

▼

収

 

入
 

一
般
会
計
の
財
源
は
、
町
税
や
使
用
 

料
、
負
担
金
な
ど
を
中
心
と
し
た
自
主
 

財
源
と
地
方
交
付
税
国
庫
支
出
金
な
ど
、
 

国
や
県
に
頼
っ
た
依
存
財
源
に
分
け
ら
 

れ
ま
す
。
 

平
成
八
年
度
の
収
入
総
額
は
五
十
四
 

億
六
千
四
百
七
十
万
円
で
、
前
年
度
に
 

比
べ
る
と
三
千
七
百
五
十
四
万
円
の
増
 

額
と
な
り
ま
す
。
 

そ
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、
地
方
交
 

付
税
五
千
百
八
十
一
万
円
、
町
税
三
千
 

二
百
六
十
七
万
円
が
増
額
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

収
入
の
内
訳
を
財
源
別
に
見
る
と
、
 

自
主
財
源
が
約
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
 

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
繰
入
金
は
、
現
 

行
の
赤
字
額
を
早
期
に
解
消
す
る
た
め
 

基
金
を
取
り
く
ず
し
た
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
諸
収
入
は
、
鉱
害
復
旧
の
た
 

め
の
お
金
や
学
校
給
食
費
な
ど
と
な
っ
 

て
お
り
、
町
独
自
で
使
え
る
自
主
財
源
 

に
は
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
 

一
方
、
依
存
財
源
は
、
全
体
の
約
七
 

十
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
 

か
で
も
地
方
交
付
税
は
全
体
の
四
十
五
・
 

三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

従
っ
て
、
こ
の
地
方
交
付
税
が
減
額
 

に
な
る
と
、
町
の
財
政
も
大
変
厳
し
 ぐ、 

な
っ
て
き
ま
す
。
 

七
年
度
と
の
比
較
で
は
、
五
千
百
八
 

十
一
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
 

地
方
交
付
税
と
は
、
所
得
税
、
法
人
 

税
、
酒
税
の
三
十
二
％
及
び
消
費
税
の
 

土木費（1.4%)1億0,653万円 

消防費（1.5%) 1億0,987万円 

教育費（4.0%) 3億0,124万円 

災害復旧費（Ll%)8,032万円 

借入金（起債）現在高の推移 

（普通会計） 
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→年度 

一
一
十
九
・
五
％
、
た
ば
こ
税
の
二
十
五
 

％
の
額
を
国
が
そ
の
県
な
ど
市
町
村
の
 

財
源
需
要
額
が
財
政
収
入
額
を
こ
え
る
 

市
町
村
に
対
し
て
そ
の
超
過
額
を
補
て
 

ん
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
て
交
付
す
る
 

も
の
で
す
。
 

▲
▲
 
支
 

出
 

支
出
の
総
額
は
、
七
十
五
億
三
千
五
 

百
九
十
九
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
 

と
七
億
二
千
百
五
十
万
円
の
減
額
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

支
出
の
中
で
一
番
大
き
な
も
の
は
、
 

赤
字
を
補
て
ん
す
る
前
年
度
繰
上
充
用
 

金
で
、
二
十
八
億
三
千
三
十
三
万
円
で
、
 

全
体
e
三
十
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
 

て
い
ま
す
。
 

他
は
、
民
生
費
で
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
 

工
事
及
び
中
尾
排
水
路
改
良
工
事
等
に
 

よ
り
七
千
五
百
七
十
四
円
の
増
額
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

財
政
再
建
を
は
か
る
上
で
、
借
入
金
 

の
返
済
を
早
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
公
債
費
（
借
入
金
）
の
支
出
は
、
 

四
億
千
七
百
三
十
二
万
円
で
、
元
金
が
、
 

約
二
億
五
千
九
百
三
万
円
、
利
子
が
一
 

億
五
千
八
百
二
十
八
万
円
と
な
っ
て
お
 

り
ま
す
。
 

こ
の
表
の
よ
う
に
、
平
成
八
年
度
末
 

の
借
入
金
の
現
在
高
は
減
少
し
て
い
ま
 

す
。
な
お
、
一
般
会
計
の
財
政
再
建
計
 

画
と
の
赤
字
額
の
比
較
を
す
る
と
、
計
 

画
額
の
平
成
八
年
度
末
赤
字
額
は
、
一
一
 

十
五
億
九
千
七
百
万
円
に
対
し
て
、
決
 

算
額
は
二
十
億
七
千
百
万
円
と
な
っ
て
 

お
り
、
五
億
二
千
六
百
万
円
の
赤
字
解
 

消
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
順
調
 

に
再
建
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
町
民
の
 

み
な
さ
ん
の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
 



(4) 

このコーナーは田川市‘郡の情報コーナーです。 

田川市 
。人権週間講演会 
12月4日困19時 

田川青少年文化ホール 

。来てみんね！かながわ 
ふれあい朝市毎週日曜日8時～ 

金川農協前広場 

金 田町 
。人権発表会（総合会館） 
12月12日団18時～ 

。ふれあい朝市（金田駅西ロ） 

毎週水土曜日7時～ 

方城町 
。町民バレーボール大会 

12月14日（日）町民体育館時間は未定 

。青少年健全育成大会 

12月7日（日）時間は未定 

。農産物ふれあい市 
町立医療センター前毎週士曜日1，時～ 

糸田町 

。合唱フェスティバル 
12月14日13時30分～刻七福祉総合会館 

。もちつき大会児童館 

12月23日10時～ 

香春町 
。子どもカルタ大会 

12月7日（日）中央公民館 

。ふれあい朝市（役場前広場） 

毎週日曜日午前9時～ 

川崎町 
人権講演会川崎青少年ホール 
12月10日(7i419時～ 

赤 村 
人権問題講演会 
12月10日19時～住民センター 

大任町 
交通安全・防犯もちつき大会 
12月11日困役場前広場 

添田町 
。防犯もちつき大会 

12月8日（月）9時～役場前 

。暴力追放住民総決起大会 

12月8日（月）13時～役場前 

。親子ふれあいフェスタ 
12月23日（祝）中央公民館 

もちつき大会・レクレーション他 
。旬の駅（旧伊原駅横広場） 

毎週土曜日9時～ 

イ 福祉センターの行事 
★休館 日 

‘ 、 工,~l 一」ロニ世~ ‘、 『, ．” ~ 

胃ILmc’日談ロノ狙己黒 一。ハ”＋ハhI、ー 
H ー月リII 1守～一十1支jロ守it,ク丁よ ぐJ 寸公 翻 ニコ →レ m」 こ 

鷲鷲鯵黒胃製時～午後2時まで） 否1与置馨武 
エ→， 世・ 1‘白土ノ”~ーA ，皇コ＋,ー毎ム4一‘日ノ」山1 ープ‘ 、＋＋ 『, ～ー エL ノ， 佃 二」ニ 
×ン貝 ュェ ノ、此白Vノノア、‘ー日口争‘昇iコて」田犬レしし、よ9 百父；I；ケ ゆく 乙 加ト 小 

★樹山竺運行、き志年参博休（讐月129 旦主り1旦旦 二崖隆墨臨シ 
日まIノメ1そ月25 よ) 1月1日までの冬休み聖間 ブぐ太 伝白 護 侃 
申些旦祭日考同じ運行壁間となりますので、お間違I 郎 。 '1:i 会 

、、×えのないよつにお願い数します。 ノ 

MY TOWN TOPICSまち 
の 
わ 
だ 
い 

華麗な舞を披露 
福岡県産業別最低賃金が 
変わります0 

10月29日、赤池町老人ホーム天郷荘で、 

敬老会が行われました。長寿のお祝いと 

健康を願い、歌や踊り、ゲーム等で楽し 
みました。 
中でも、職員の日舞は見事！練習の成 

果が発揮されたようです。在所されてい 
るおじいちゃん、おばあちゃん、ご健康 

でいつまでも長生きしてください。 

みんなでやった！文化祭 

5つの産業別最低金が12月12日から改 

正されます。 

5つの産業別最低賃金に該当しない業種 

は、10月10日から改正されている福岡県 

最低賃金1日 4,932 円（1時間617円） 

が適用されます。 

詳しくは、福岡労働基準局賃金課（丑0 

92-411-4578）又は最寄 りの労働基準監 

督署にお尋ね下さい。 
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11月8日・9日、草場地区の手づくり文化祭が 

行われました。書や絵画、工芸、生花等120点が 

展示され、大盛況でした。 

また、この地に昔から伝わつている「願成就」 

i という踊りを、みんなで踊つて、末長く保存し 

―ようとビデオに収められました。青空の下で 

ーの文化祭が、新しい交歓を生みました。 

受彰おめでとう 
「私の経営ビジョン」で堂々県表彰 

10月26日、マリンメッセ福岡で、県商工会 

青年部連合会の30周年記念大会が行われま 

した。この日、県代表7 人 

の青年経営者の主張があ 

り、見事甲斐大輔さん 

（下町）が、県下第2 位 

の連合会長表彰を受彰 

しました。 

おめでとうございます。 灘響難I 
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渡塚 春案 七 

6日、7日、13日、14 日、20 日、21日、 辺勝 董量 
23日、26日、（大掃除の為） 

筆賛燃か越讐l讐幻日より平成10年1月4日） 竿示常と赤を 伝統的工芸品 

月間図画コンクールで 
全国賞！ 

11月13日、山梨県甲府市で開催された伝統 

的工芸品月間全国大会で、香月梨沙さん（市 

場小5年・車道）が、通商産業大臣賞を受賞し 

ました。 

図案は、赤池町の伝 

統的工芸品である上野 

焼を描き、この大会の 

最高の賞である通産大 

臣賞に輝きました。 

おめでとうござい 

ます。 

上手なおi配）飲み方で年末年始をのりこえよう。 

食べながら飲む 
飲むときはできるだけ良質のタン 

パク質や栄養バランスのよいもの 

をつまみにして食べながら飲みま 

しよう。 

人と一緒に楽しく飲む 
気の合った仲間と一緒に、力ラオケやおし 

やべりをしながら明るく楽しく飲めば、い 

い気分転換になり、少量で酔える効果もあ 

ります。 

自分の適量を知る 
1回に飲む量はビール大びん1 ~ 
2本、日本酒1-2合、ウイスキー 

ダブル1-2 杯ぐらいを限度にし 

ましよう。 

林こ而〒：ー左也肋ス 
呆淵丁ーで決凹Q 

毎日続けて飲まないで週 
に2--3日は禁酒をしま 

しよう。 
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飲みすぎたときは 
今日は飲み過ぎたなと思ったら、寝る前 

にたくさん水を飲むこと。利尿作用でア 

ルコール分が未分解のまま体外に出やす 

くなります。 

イツキ飲みはしない 
肝臓にー番負担をかける飲 

み方です。急性アルコール 

中毒を起こすこともあるの 
でやめましよう。お酒は時 

間をかけてゆつくりと楽 

しみたいものです。 
◇肝臓病◇ 

肝臓病は、悪化するまで自覚症状が出にくく、右腹 
部が重苦しい、手の平が赤いなどに気付いたらすで 

に危険信号です。予防の貯めには、日ごろからお酒 

の飲み方を工夫して肝臓をいたわることが大切です。 

田川地区休日救急医療センター 

年末年始の診療日 
救急の場合のみご利用下さい。 

＊診療 日 

12月31日困 

1 月1日困、2 日徐）、3日出 

＊受付時間・診療科目 

昼 9:00---11:30 13:22-16:30 

（内科、小児科、外科） 

夜18:00---22:30（内科、小児科） 

※保険証は忘れずに持つてきて下さい。 

田川市救急センター 
田川市新町11番47号 

B45 一7199 
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年末の交通安全県民運動 

〕2月11日困から12月31⑩

●飲酒運転を追放しよう。 

●高齢者の交通事故を防止しよう。 

●シートベルト着用を徹底しよう。 

追放しよう！地域ぐるみで暴走族 

〇暴走族“三ない運動”の推進 

暴走行為は 

しないさせない見にいかない 

田川警察署 

囲碁同好会だより 
11月例会優勝者 
Aパート 日高安信（貴船） 

Bパート 田中三豊（猿畑） 
文化祭囲碁大会 
優勝者 
Aパート 中村三郎（岩屋組） 

Bパート木村正弘（市 場） 

Cパート池田勝彦（上の原） 

12月例会14日（日曜日） 

9 :00-14:00町民会館和室 
中」~会長より 
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I 
年末年始の「ゴミ・し尿収集」 

⑨ゴミ収集（燃えるゴミ） 

12月31日（水）-1月3 日（土）までは、休 

みになります。 

したがって次のとおり変更になります。 

』智器器二 9年12月28日旧） 
纏紫器昌コ 9年12月29日（月） 
9年12月30日肉一平常通りです。 

※燃えないゴミ10年1月3日-10年1月4日（日） 

〇し尿収集 

各業者】次のとおり休みになります。 

・吉田環境整備 公22一022 1 

12月30日（火）-'--1月7日（水） 

※12月23日肉27日出28日（日）は収集します。 

1 能登環境開発工業 廿28一3377 

12月30日（尖）~1月4 日（日） 

※12月23日（火）は収集します。 

・森筑豊衛生環境 云22一1054 

12月30日（尖）-1月5日（月） 

*12月23日肉27日田28日（日）は収集します。 

⑥連絡は早めにお願いします 

U 

j 

叱頭瞬一 九州郵政局
年賀状のお楽しみプレゼントの実施 
（愛称Iラツキーセブンプレゼント） 

郵便局では、新郵便番号制実施に向けて、‘年賀 
状に、差し出される方の新郵便番号を記入してい 
ただき、更に早期に差し出していただくため上記 
のプレゼントを実施致します。 

★実施期間 12月15日（月）へ司2月24日困 
期問中、差出人の新郵便番号を記入の上、まと 
めて30枚以上差し出したお客様の中から、抽 
選で3,000名の方に「ふるさと小包」をプレゼ 
ントいたします0 

★応募券 相月引日から12月24日困の問に年 
賀はがきをお買い上げの方に1枚づつ配布し 
ています。 

★応募方法 応募券に住所・氏名・電話番号を記 
入して頂き年賀状の上に添えて、ポスト又は 
郵便局の窓ロにお出し下さい。 

★応募期問 12月15日（月）-12月24日困 
★抽選日 平成10年1月12日（月） 
★抽選会場 九州管内16の郵便局で行います。 
★当せん者の発表 
賞品の発送をもって発表に代えさせていただ 
きます。1月下旬九州郵政局から発送します 
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象

 
男
女
年
齢
を
問
わ
ず
 

〇
受
講
料
 
無
料
 

〇
申
込
締
切
 
1
月
6
日
因
 

〇
申
込
（
間
合
せ
）
先
福
岡
県
筑
豊
労
働
 

福
祉
事
務
所
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／ ★ りスペースワールド冬のビツグ包ベンド’'1“「r、★ ☆× 

『銀河ハーテイ』J，華やかに：開催機★’J ☆ 撫 

スぺ零スワールドのクリス又ス・大晦巳・お正貝i9g’響’『 

★ ★ ’・：'.97年12月6日人ン798年譲月I5日く木‘祝）‘ン☆ 

★クリスマスは巨大な「アトラスタワー」ツリーと雪化粧でホワイ 
トクリスマスをロマンチックに演出ノ 

★クリスマスとお正月には、花火が冬の夜空を彩る「トワイライト 
イリュージョン」を特別上演！今年のステージはあの『爆風スラ 

ンプ』が盛り上げます。 
★今年も、大晦日のスペースワールドは仮装パークに大変身ノ仮装 

コンテストを開催します。 
しかも、今年もオールナイトで営業ノ朝まで夜通し遊べます。 
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早
い
も
の
 

で
、
今
年
も
 

残
す
と
こ
ろ
 

ー
カ
月
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
に
 

と
り
ま
し
て
 

ど
ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
 
一
年
 

問
を
振
り
返
る
と
、
締
め
切
り
に
追
わ
 

れ
、
取
材
ミ
ス
を
し
て
し
ま
っ
た
り
と
 

失
敗
と
反
省
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
一
 

年
で
し
た
。
 

気
候
的
に
は
、
世
界
各
地
で
天
変
地
 

異
が
相
次
い
だ
年
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
 

地
球
温
暖
化
の
影
響
か
ど
う
か
は
分
か
 

り
ま
せ
ん
が
、
何
だ
か
不
気
味
で
す
ネ
。
 

来
た
る
1
9
9
8
年
は
、
町
制
施
行
 60
 

周
年
と
新
庁
舎
の
完
成
を
迎
え
る
年
に
 

あ
た
り
ま
す
の
で
、
幸
多
い
年
に
な
る
 

こ
と
を
願
い
、
今
年
最
後
の
編
集
後
記
 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

一
年
間
の
ご
愛
読
、
あ
り
が
と
う
ご
 

ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
、
皆
さ
ん
か
ら
 

の
新
鮮
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 


